
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

■ 企画 □ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

関係地権者との意見交換を通して、官民が共有するまちづくりの指針をとりまとめることを目指し、開発に向けた機運醸成を図る。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

当該拠点内の開発相談案件に対して協議を行い、成果指標達成に向けて適切に事業を進めた。今後は事
業化推進に向けた方針を策定することで、さらなる事業化を推進していく。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

５件 ６件 ６件 ６件 ６件 ７件

↓

アウトカム
成果指標1

都市計画決定又は事業計画決定の件数（累計） という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定
骨格軸全体の方針策定 拠点の方針策定

人工

指標

アウトプット
活動指標1

大通・創世交流拠点における開発の事業化推進に向けた方針
の決定

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

4.1 人工

令和7年度予算額 23,000 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量 4.1

正規職員業務量 4.1 人工

令和6年度決算額 380,407 千円 うち特定財源 364,635 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 4.1 人工

令和6年度予算額 390,635 千円 うち特定財源 364,635 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

都心における象徴的な都市文化拠点の創出や骨格軸を介した東西・南北市街地の連携・結びつきの強化等に
向け、官民協働により、はぐくみの軸強化方針の実現を目指す。

他都市の状況

各政令指定都市においても地区毎のまちづくり方針等に基づき、まちづくりの取組が行われている。

市民参加の実施

令和5年度決算額 180,039 千円 うち特定財源 0

施策名 「都心」では、民間投資が活発化し、新しい時代にふさわしい高次

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

大通・創世交流拠点は、「第２次都心まちづくり計画（平成２８年（２０１６年）５月策定）」における、
まちづくりを展開する際の拠り所となる骨格構造のひとつであり、札幌の歴史、文化芸術、ライフスタイル
などの都市文化を育成、体感、創造できる拠点の形成を目指している。また、「大通及びその周辺のまちづくり方針―札幌都心
はぐくみの軸強化方針―（令和５（２０２３）年１０月策定）」では、重点的に進める取組として、大通・創世交流拠点における象徴
的空間の創出を位置付け、「市有地の利活用による複数街区での連鎖開発と相互連携を通じた新たな象徴空間の創出」を推
進することとしている。市有地が集積し、多くの建物が更新時期を迎えている機会を捉え、象徴的な拠点が形成されるようまち
づくりを推進する。

事業内容
（何を実施し）

当該拠点におけるまちづくりの機運醸成を図るとともに、連鎖開発に向けたまちづくりを推進していくため、各種検討等に取組
む。

①大通・創世交流拠点まちづくり基本方向検討業務
　本市関連計画や現況等調査業務の結果等を踏まえ、当該拠点のまちづくりの基本方向等を検討した。
②市内大規模多目的ホールの立地等に係る検討
　文化部による市内大規模ホールに係る需給調査に併せて、ホール施設の更新に要する市有地の想定のため、立地や規模及
び機能を検討した。
③大通西４丁目市有地の転出補償受け取りと基金造成
　大通西４丁目市街地再開発事業内で所有する市有地の権利変換に伴う転出補償費を、まちづくり推進基金に造成した。

事業名 大通・創世交流拠点まちづくり推進費

評価担当課 所   属 政）政策企画部　都心まちづくり 電話番号

事業評価調書

年度 令和6年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 38268


